
　仙北市こどもフェスティバル

子
ど
も
た
ち
が
大
は
し
ゃ
ぎ

　

９
月
27
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
「
仙

北
市
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
劇
団
わ
ら
び
座
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
超
神
ネ
イ
ガ
ー

シ
ョ
ー
が
上
演
さ
れ
た
ほ
か
、
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
、ち
び
っ
こ
郷
土
芸
能
発
表
、

各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
参
加
型
の

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
こ
の
日
を
心
待
ち
に
し
て

い
た
大
勢
の
親
子
連
れ
が
来
場
す
る
な

い
の
ち
の
大
切
さ
呼
び
か
け
る

　

９
月
10
日
か
ら
16
日
の
自
殺
予
防
週

間
と
９
月
10
日
の
「
世
界
自
殺
予
防

デ
ー
」
に
ち
な
み
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
え
く
ぼ
の
会
」
と
田
沢
湖
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
、
田
沢
湖
駅
前
広
場
を
活

用
す
る
会
「
こ
ま
ち
の
会
」、
市
職
員

が
一
体
と
な
り
、
グ
ラ
ン
マ
ー
ト
田
沢

湖
店
前
で
、
自
殺
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
行
き
交
う
買
い
物
客
に
、
日

頃
の
体
調
を
気
遣
っ
た
「
お
と
う
ち
ゃ

ん
眠
れ
て
い
る
？
」
と
印
字
さ
れ
た
ト

　自殺予防キャンペーンで啓発

多くの親子連れが集まり、賑やかな雰囲気の中、楽し
い休日を過ごしました。

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
配
っ
た
り
、
自

殺
予
防
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
っ
た
り
し
て
、
心
の
健
康
と
自
殺
予

防
の
啓
発
に
つ
い
て
熱
心
に
呼
び
か
け

ま
し
た
。

ど
、
終
始
賑
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

スタッフは買い物客に自殺予防を呼び
かけながら、心と体の大切さについて
話していました。

　白岩舞茸を学校給食で提供

地
産
地
消
の
拡
大
を
図
る

　

白
岩
地
域
運
営
体（
菅
原
秀
俊
会
長
）

の
事
業
で
栽
培
し
た
「
原
木
舞
茸
」
が
、

10
月
１
日
、
市
内
全
域
の
学
校
給
食
で

提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
運
営
体
に
よ
る
と
、
こ
の
栽
培
事

業
は
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
、
収
量
が

確
保
で
き
た
こ
と
で
、
給
食
へ
の
提
供

を
提
案
し
た
そ
う
で
す
。

　

原
木
舞
茸
は
、
色
や
大
き
さ
、
香
り

も
よ
く
、
３
地
区
で
舞
茸
を
使
っ
た
献

立
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　

芋
の
子
汁
や
う
ど
ん
な
ど
で
舞
茸
を

新
そ
ば
の
香
り
漂
う

　

９
月
24
日
、
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で

「
新
そ
ば
を
味
わ
う
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
催
し
は
、
会
員
の
そ
ば
屋

等
で
構
成
さ
れ
る
団
体
「
遊
楽
３
ト
ピ

ア
そ
ば
会
議
（
菅
原
照
夫
会
長
）」
が

開
催
し
た
も
の
で
、
こ
の
た
び
初
め
て

の
試
み
で
す
。
当
日
は
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
応
募
し
た
52
人
の
参
加
者
が
、
新
そ

ば
の
香
り
や
の
ど
ご
し
を
楽
し
み
な
が

ら
、
そ
ば
談
義
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

遊
楽
３
ト
ピ
ア
そ
ば
会
議
は
、
地
そ

ば
の
振
興
や
そ
ば
の
郷
づ
く
り
を
目
指

　新そばを味わう会で舌鼓

し
て
活
動
し
て
い
る
団
体
で
、
10
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
は
、
会
員
の
そ
ば
屋

で
、
新
そ
ば
祭
り(

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
）

も
行
っ
て
い
ま
す
。

味
わ
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、口
々
に「
と

て
も
美
味
し
い
」
と
、
笑
顔
で
給
食
を

食
べ
て
い
ま
し
た
。

白岩小学校では、地元産の舞茸の美味しさに驚
いた様子でした。

参加者は新そばに舌鼓をうちながら、そば
談義に花を咲かせていました。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

　

９
月
22
日
・
23
日
の
両
日
、
第
30
回
生

保
内
節
全
国
大
会
が
仙
北
市
民
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
の
部
に
は
１
４
１
人
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
て
、
22
日
の
予
選
、
23
日
の
準
決

勝
を
経
て
10
人
が
決
勝
に
進
み
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
浜
口
優
花
さ
ん
（
大
仙
市
）

が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。。
浜
口
さ
ん

は
小
学
校
４
年
生
か
ら
本
格
的
に
民
謡
を

始
め
た
そ
う
で
、
今
回
は
念
願
の
優
勝
旗

を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、年
少
の
部
（
中
学
生
以
下
）
で
は
、

最
優
秀
賞
に
澤
木
美
晴
さ
ん
（
男
鹿
北
中

２
年
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

優
勝
旗
を
手
に
生
保
内
節
を
歌
う
浜
口
優
花
さ
ん

他
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
敬
称
略
》

【
一
般
の
部
】

 

▽
優
秀
賞
＝
近
藤
み
つ
子
（
仙
北
市
）、

大
川
あ
け
み
（
秋
田
市
）、成
田
義
道
（
鹿

角
市
）、
中
村
清
治
（
美
郷
町
） 

▽
敢
闘

賞
＝
栗
木
次
夫（
鹿
角
市
）、佐
藤
修
三（
八

郎
潟
町
）、
佐
藤
ま
ゆ
み
（
大
館
市
）、
川

辺
節
子
（
秋
田
市
）、藤
田
梅
子
（
秋
田
市
）

 【
年
少
の
部
】

 

▽
優
秀
賞
＝
佐
々
木
深
里
（
岩
手
県
紫

波
町
）、
谷
川
未
采
（
八
郎
潟
町
）、
目
黒

菜
々
香
（
男
鹿
市
）

自
慢
の
の
ど
に
聴
衆
酔
い
し
れ
る

第
30
回
生
保
内
節
全
国
大
会今大会では歴代優勝者を招いて、名入り提灯の点

灯式も華々しく行われました。

　１００㌔チャレンジマラソン

限
界
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

９
月
27
日
、
角
館
町
か
ら
北
秋
田
市

鷹
巣
ま
で
を
走
破
す
る
「
２
０
１
５

北
緯
40
度
秋
田
内
陸
リ
ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ

１
０
０
㌔
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
０
０
㌔
の
部
に
は
県
内
外
か
ら

１
３
５
１
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
角
館

交
流
セ
ン
タ
ー
を
午
前
４
時
30
分
に
、

３
４
２
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
50
㌔
の

部
は
、
秋
田
内
陸
線
比
立
内
駅
近
く
を

10
時
30
分
に
ス
タ
ー
ト
し
、
北
秋
田
市

鷹
巣
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

角
館
消
防
署
が
優
勝

　

仙
北
市
市
制
10
周
年
記
念
「
第
10
回

仙
北
市
長
杯
争
奪
野
球
選
手
権
大
会
」

が
８
月
２
日
と
９
月
27
日
の
両
日
、
落

合
野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
は
、
角
館
消
防
署
と
生
保
内
レ

イ
カ
ー
ズ
の
対
戦
と
な
り
、
終
始
安
定

し
た
試
合
を
展
開
し
た
角
館
消
防
署
が

７
対
３
で
生
保
内
レ
イ
カ
ー
ズ
を
下
し

ま
し
た
。
な
お
、
個
人
賞
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

《
最
優
秀
選
手
賞
》

▽
佐
々
木
宏
伸
（
角
館
消
防
署
）

　仙北市長杯争奪野球選手権大会

ランナーたちは、暗闇の中スタートし、ゴール
の鷹巣まで力走しました。

《
優
秀
選
手
賞
》

▽
坂
本
洸
二
郞（
生
保
内
レ
イ
カ
ー
ズ
）

《
敢
闘
賞
》

▽
倉
橋
大
地
（
角
館
消
防
署
）

　

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
時
折
雨
が
降
る
中

を
力
走
し
、
沿
道
の
住
民
か
ら
温
か
い

声
援
を
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

平成 18 年度以降に開催されたこの大会で、
角館消防署は初優勝となりました。
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　社会福祉法人はなさき仙北設立

新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す

　

10
月
１
日
、「
社
会
福
祉
法
人
は
な

さ
き
仙
北
」
の
設
立
に
よ
り
、
小
林
一

雄
理
事
長
に
認
可
書
の
交
付
式
が
市
役

所
田
沢
湖
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北
」

は
、
平
成
28
年
４
月
よ
り
、
市
か
ら
の

移
譲
を
受
け
て
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
「
だ
し
の
こ
園
」、「
神
代
こ
ど

も
園
」
の
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
主
役
と
な

り
、
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
の
運

生
徒
た
ち
と
の
交
流
楽
し
む

　

９
月
30
日
、
角
館
高
等
学
校
で
角
館

町
内
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
と
施
設

入
所
者
な
ど
約
80
人
を
招
待
し
、「
地

域
と
の
交
流
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
仙
北
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
佐
藤
清
雄
会
長
）
と
同
校
の

連
携
に
よ
り
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
１
年
生
と
定
時
制
生
徒
の
ほ
か
、

大
曲
養
護
学
校
高
等
部
、
大
曲
養
護
学

校
せ
ん
ぼ
く
分
教
室
の
生
徒
た
ち
も
参

加
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
同
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク

　角館高等学校で地域との交流会

門脇市長から認可書を受ける「社会福祉法人はなさき
仙北」の小林一雄理事長（中央）

ト
部
に
よ
る
郷
土
芸
能
・
吹
奏
楽
演
奏
、

大
曲
養
護
学
校
高
等
部
に
よ
る
太
鼓
演

奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は
生
徒

た
ち
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

営
を
目
指
し
、
充
実
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

さ
ら
に
お
い
し
く
な
っ
て
満
足
度
ア
ッ
プ

佐
竹
北
家
の
殿
さ
ま
弁
当「
栗
ま
ん
ま
」

今回の「栗まんま」はさらなる改良を加え、
栗の美味しさにとことんこだわりました。

　

平
成
25
年
度
は
「
秋
田
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、
平
成
26
年

度
は
「
第
29
回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た

２
０
１
４
」
に
向
け
て
販
売
し
て
き
た
佐

竹
北
家
の
殿
さ
ま
弁
当
「
栗
ま
ん
ま
」
を

今
年
度
も
販
売
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
３
弾
と
な
る
今
回
の
弁
当
は
、
こ
れ

ま
で
の
好
評
を
受
け
て
販
売
を
検
討
さ
れ

た
も
の
で
、
地
場
産
品
を
活
用
し
た
魅
力

あ
ふ
れ
る
仕
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

完
成
し
た
弁
当
は
、
仙
北
市
の
栗
を
大

幅
に
増
量
し
、
栗
の
渋
皮
煮
や
栗
コ
ロ
ッ

ケ
も
新
た
に
取
り
入
れ
、
ご
飯
に
も
ち
米
、

栗
、
さ
つ
ま
芋
等
を
加
え
、
全
体
的
に
栗

の
満
足
感
が
味
わ
え
ま
す
。

　

販
売
期
間
は
、
10
月
３
日
か
ら
11
月
８

日
ま
で
で
、
昨
年
度
と
同
様
に
販
売
期
間

中
の
土
日
祝
祭
日
に
は
、
秋
田
内
陸
縦
貫

鉄
道
㈱
で
、
１
個
１
２
０
０
円
（
税
込
）

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
期
間
中
の
土
曜
日
は
、
毎
週
角

館
温
泉
花
葉
館
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
花
ご
よ

み
」
で
作
り
た
て
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、

花
葉
館
の
宴
会
コ
ー
ス
に
組
み
込
む
こ
と

も
可
能
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
10
月
24
日
・
25
日
に
は
、

食
彩
・
町
家
館
前
で
開
催
さ
れ
る
秋
の
味

覚
市
等
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
販
売
を
行
う
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
会
場
も
数
量
限
定
と
な
る
た

め
、
確
実
に
手
に
入
れ
た
い
方
は
、
事
前

予
約
や
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
へ
の
取
り

置
き
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

製
造
・
販
売
は
、
㈱
花
葉
館
、
㈱
ア
ル

ク
の
２
社
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

弁
当
の
予
約
や
問
い
合
わ
せ
は
、
角
館

温
泉
花
葉
館
（
☎
（
55
）
５
８
８
８
）
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

生徒たちの披露する踊りや演奏などに、参
加者は楽しいひとときを過ごしました。

決算
◎平成26年度公営企業会計・特別会計決算状況をお知らせします。

会計名 区分 収入 支出 差引

病院事業会計（計）
収益的収支 49億 6,010万4千円 70億8,188 万6千円 ▲ 21億2,178 万2千円

資本的収支 5億2,658万2千円 6億3,690万9千円

温泉事業会計
収益的収支 3,951万9千円 3,994万1千円 ▲ 42万2千円

資本的収支 2,913万9千円

水道事業会計（上水）
収益的収支 2億7,675万3千円 2億8,242万4千円 ▲ 567万1千円

資本的収支 8,693万7千円 1億5,817万9千円

水道事業会計（簡水）
収益的収支 9,841万円 8,781万2千円 1,059万8千円

資本的収支 1,082万3千円 2,017万2千円

水道事業会計（計）
収益的収支 3億7,516万3千円 3億7,023万6千円 492万7千円

資本的収支 9,776万円 1億7,835万1千円

特別会計名 歳入総額
A

歳出総額
B

歳入歳出差引額
C（A-B）

繰越事業費
繰越財源　D

実質収支額
E（C-D）

集中管理 42億2,150万3千円 42億2,150万3千円 0円

下水道事業 12億2,204万9千円 12億1,938万4千円 266万5千円 247万7千円 18万8千円

集落排水事業 3億5,925万9千円 3億5,913万円 12万9千円 12万9千円

浄化槽事業 1億1,153万円 1億1,143万2千円 9万8千円 9万8千円

国民健康保険
（事業勘定） 36億3,551万1千円 35億3,051万6千円 1億499万5千円 1億499万5千円

国民健康保険
（田沢診療施設勘定） 2,859万9千円 2,855万4千円 4万5千円 4万5千円

国民健康保険
（神代診療施設勘定） 1億55万2千円 1億41万7千円 13万5千円 13万5千円

後期高齢者医療 2億9,389万4千円 2億9,233万7千円 155万7千円 155万7千円

介護保険 4億8,280万8千円 4億4,562万3千円 3,718万5千円 3,718万5千円

生保内財産区 9,095万7千円 7,190万9千円 1,904万8千円 1,904万8千円

田沢財産区 3,169万9千円 2,449万7千円 720万2千円 720万2千円

雲沢財産区 924万8千円 613万5千円 311万3千円 311万3千円

簡易水道事業 7億7,517万9千円 7億7,510万円 7万9千円 7万9千円

企業会計決算収支の状況

特別会計決算収支の状況

※収益的収支については、消費税および地方消費税を除く。（損益計算書から）

●問合せ
財政課（田沢湖庁舎）☎ 43-1113

資本的収支【しほんてき‐しゅうし】
効果が翌期以降にわたり、将来の収益に対応する支出とそ
の財源となる収入のことをいいます。施設の整備や企業債
の償還元金等の支出、これに要する資金としての企業債収
入等も資本的収支に含まれます。

収益的収支【しゅうえきてき ‐しゅうし】
地方公営企業の経常的企業活動に伴い、年度内に発生すると
見込まれるすべての収益とそれに対応するすべての費用をい
うものです。したがって、減価償却費のように現金支出を伴
わない支出についても費用に含まれます。

≪用語解説≫

9 8Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく


